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 はじめに 

 10 月末の現在、ハロウィーンパーティーがキャンパス内の様々な場所で行われ、かなり

寒い夜中に薄いドレス1枚で叫びながら走り回る女性を見かけたり、酔っぱらい数人にから

まれたり、週末の夜には(寮がいわゆるパーティーエリア付近に立地していることもあり)外

が騒がしすぎて寝にくかったりと、こちらの学生は授業ではかなり真面目な反面、休日の羽

目の外し方も日本人のそれと比べてかなり大胆です。私もいくつかのハロウィーンパーティ

ーに誘われましたが、後述する理由により時間に余裕がなかったので、とりあえずその中の

1つに参加してきました。もちろんそれは貴重な体験なのですが、個人的に日本での飲み会

の方が好みで、日本の居酒屋が恋しい今日この頃です。 

 10 月分の報告書として、ボストンキャリアフォーラムの報告や、履修している授業の状

況報告を行います。 

 

 ボストンキャリアフォーラム 

 日本で就職したい留学生にとって頭をよぎるのは就職活動をどうするかです。最近では留

学生向けに採用時期をずらす企業も少なくはありませんが、それでも数多くの超がつくほど

の有名日本企業がボストンに集まり、場合によっては説明会やセミナー参加から内定受諾ま

でをフォーラム期間中に行えるボストンキャリアフォーラムは大きなチャンスです。私もこ

れに参加すべく、夏休みから少し準備をし始め、10月に入ってから応募した企業との skype

を通した面接や説明会参加、企業研究、自己分析を行なっていました。ボストンへは、私た

ち 3人(この留学プログラムへの参加者)と、イリノイ大学を卒業し、イリノイ大学の研究ス

タッフとして働いている日本人1名の計4名で向かいました。期間中は会場を走り回ったり、

時間を見つけてはその場でいただいたエントリーシートを記入したり、面接の練習を行った

り、見知らぬ人と情報交換を行ったりと非常に忙しかったですが、最終日には自転車でボス

トンの街をまわったり、美味しいシーフードを食べたりと非常に楽しめたりもしました。 

 結果として第1志望群の企業1社と期間中に最終面接までを行い、後日内定の連絡をいた

だけました。キャリアフォーラムに参加するにあたっての準備期間、とくに 10 月に入って

からですが、非常に忙しかったです。というのも私は事前に6社にエントリー、うち5社か

ら当日の面接、セミナー予約をいただき、それらすべての企業研究を行いました。授業の予

習・復習・宿題もあって、正直な話、死ぬかと思いました。今考えるともう少し効率の良い

やり方があったような気もしますが、結果オーライとし、キャリアフォーラム準備期間、ボ

ストン滞在期間で欠席してしまった授業や未提出におわった宿題の埋め合わせを必死に行

なっている途中です。 

 

 履修している授業の状況報告 

 ひとまずすべてのクラスで1回分もしくは2回分の中間テストを終えたのでその報告など

を行います。 

・PHYS140 How Things Work 

  合計3回の中間テストと1回の期末テストのうち、2回分の中間テストを終えました。 

 中間テストは選択式でマークシートに記入するタイプでした。ときにトリッキーな問題が 

 出されますが、基本的には授業をしっかり聞いてテスト前に教科書を読みなおすだけで高 

 得点は狙えます。2回目のテストの得点はまだ分かりませんが、1回目のテストの得点は 

 かなり良かったです。しかし現在、ラボラトリーを計2回欠席、レクチャーを計2回欠席、 

 宿題は1回分未提出という状況なので、残りのテストと宿題はすべて満点を取るくらいの 

 意気込みで取り組みます。 
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・PHYS211 University Physics : Mechanics 

  合計3回の中間テストと1回の期末テストのうち、2回分の中間テストを終えました。 

 PHYS140と同じく、中間テストは選択式でマークシートに記入するタイプでした。これ 

  もそこまで難しくはありません。とは言っても1回目のテストでは思ったよりも点数をと 

  れませんでした。2回目のテストの得点はまだ分かりませんが、けっこうできたように思 

 います。またラボラトリーを2回欠席(あと1回欠席してしまうと単位を落とします)、デ 

 ィスカッションにおけるクイズを1回欠席、宿題も2回分未提出という状況です。未提出 

 分はやらないというわけではないので、この埋め合わせを必死に行なっている状況です。 

  また余談ですが、2回目のテストは10/31、つまりハロウィーンの日に行われたのです  

 が、試験監督のTAがメイドや忍者の格好をしていたり(メイドさんは美しかったです)、 

 受験者の中にも派手なコスチュームを着ている人がいました。そして「ハッピーハロウィ 

 ーン」の掛け声で試験が開始されたとき、ブーイングと笑いの嵐だったのが面白かったで 

 す。 

・TAM210 Intro. to Statics 

  合計2回の中間テストと1回の期末テストのうち、2回分の中間テストを終えました。 

 提出できた宿題はほぼすべて満点、1回目のテストも満点でした。2回目のテストの得点 

 はまだわかりません。テストは記述式です。ただ、ボストン滞在期間中に、1つ宿題の提 

 出期限があり、こういった場合の欠席は公欠にならず宿題提出期限の延長も認められない 

 ということでしたので、1回分の宿題は未提出です。とはいってもこのクラスはレクチャ 

 ーやディスカッションの出席点がないので、まだ十分に好成績を狙えます。現在欠席した 

 レクチャー分の埋め合わせとテスト勉強を必死に行なっています。 

・EALC250 Intro. to Japanese Culture 

  1回分の中間テストを終えました。PHYSと同じく選択式のマークシート記入タイプで 

 す。難易度自体はそこまで高くはないのですが、テスト範囲が非常に広いのと、細かい点 

 をついてくるのでテスト範囲内を何度も読み込まなければなりません。宿題もいくつか未 

 提出という状況です。現在必死に埋め合わせを行なっていますが、正直なところかなり厳 

 しい状況です。 

 

 ボストンキャリアフォーラムで欠席した分の埋め合わせがかなり辛いです。分かっていた

ことですが、こちらの授業の進行スピードはかなりはやいので、一度遅れてしまうとなかな

か大変です。なんとかこの週末と来週の頭までには遅れを取り戻そうと必死になっています。 

 参加しているStudent Organization (いわゆるサークル活動)やその他の課外活動についても

報告しようかと考えていたのですが、最近はそちらの方にもあまり参加していない、という

よりも時間的に不可能でした、ので次回の報告書でまとめて報告します。時間的に余裕を作

れたら、またそちらの方にも参加する予定ですので。 

 以上で10月分の報告を終わります。 


